
令和３年11月　第123号

南小
国 議

会
広
報

さわやかな秋空のもと開催された
市原保育園の運動会。
子ども達の笑顔が輝いていました。



採択年月日 陳情・請願名 陳情・請願者 現状報告 取材

H24.9.14 陳情書（南小国町消防団第１分
団１部消防詰所の水路の改修） 竹ノ熊組長外 3団体 平成 24 年 11 ～ 12 月に新規に建設する消防小屋の出入口に約 8ｍ

の側溝と擁壁約 2ｍの施工を行った。

H25.6.12
町道中杉田鳥越線幅員拡幅及び
杉田新井手水路改良についての
陳情書

下杉田組長
杉田新井手水利組合

【道路拡幅】測量設計済⇒今後、地元説明、用地測量、用地交渉
【水路改修】測量設計済（道路側溝と兼用）

H25.12.12 国道 442 号と町道黒川波居原線
との分岐点改修に関する請願

黒川波居原線改修期成会
波居原自治会

【交差点改良】測量設計済⇒今後、警察協議、地元説明、用地測量、
用地交渉 ①

H27.3.10 陳情書（立岩地区内道路補修） 立岩自治会 【道路舗装補修】町道立岩宮地線・立岩線、一部実施済

H28.6.15
（一部採択）

陳情書（平成 28 年熊本地震に
よる二次災害の防止に関する件）波居原自治会 【二次災害防止】防災・安全交付金（急傾斜地）事業、R2年度完了

H29.9.14 陳情書（九州北部豪雨による河
川改修） 志津自治会 【河川改修】満願寺川護岸整備 R3 年度完了予定（一部筆界未定区間

除く）

H29.9.14 馬場川の河川改修についての陳
情 馬場地区自治会 【河川掘削】県河川掘削事業H30 年度実施済み、継続要望中

【河川改修】県河川改修事業、継続要望中

H30.3.12 町道（旧湯田・矢田原線）拡幅・
復旧についての陳情 湯田地区自治会 【拡幅・復旧】測量設計済　⇒今後、地元説明、用地測量、用地交渉 ②

H30.9.13 陳情書（動馬喜集落内利用道路
の町道認可及び道路整備） 動馬喜集落自治会 【道路整備】町道動馬喜線（ブロック積工、嵩上工）整備済

R2.3.13 入湯税を原資とした観光地域づ
くり財源についての陳情 黒川温泉自治会外 3団体 増税の可否、増税分の使途について関係課で検討中。施行時期につ

いて新型コロナウイルスの影響を注視している。

R2.12.10
（一部採択）

陳情書（部落集会所の下水道料
金検討のお願い及び矢津田井手
（用水路）の整備ついてのお願い）

矢津田下住民一同 【水路整備】未着手

R2.12.10 小田川・長田川の河川堤防・改
修に関する陳情 社会福祉法人昭寿会 【堤防嵩上】応急措置、大型土のう等設置済

【河川改修】現地測量（平面測量）済、今後具体的な手法検討 ③

R2.12.10
（一部採択）

小田川の河川復旧と改修につい
ての陳情 瀬の本自治会外 2団体

【スリットダム建設】県砂防事業、測量設計中
【堤防構築】未着手、小田川関連災害復旧事業が全て完了後対応検討
【石橋架替】小田中橋、未着手
【流木処分】2災補河第 4611 号（小田川⑬）、完了
【土砂流出防止策】①県治山事業、測量設計中、②未着手（小規模土
砂流出）
【老人施設護岸整備】応急措置（大型土のう設置）完了
【水路改修】2農災 35 号（山鳥川水路）、未発注
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【通称「旧湯田矢田原線」】
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令
和
３
年
７
月

第
３
回
臨
時
会
　

▼
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
一
部
変
更

　

原
案
可
決

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

主
な
審
議

〇
町
民
向
け
商
品
券
発
行
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

▼
森
永
議
員　

一
部
を
経
済
支

援
と
し
て
飲
食
店
や
宿
泊
な
ど

観
光
用
に
で
き
な
い
か
。

▽
町
長　

今
回
は
家
計
支
援
で

の
配
付
の
み
と
す
る
。

▼
佐
藤
議
員　

実
施
期
間
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

開
始
は

９
月
当
初
を
目
途
に
、
利
用
期

限
は
来
年
１
月
末
を
予
定
。

▼
穴
井
千
秋
議
員　

町
の
使
用

料
や
税
金
に
利
用
で
き
る
か
。

▽
町
長　

今
回
は
使
え
な
い
。

将
来
的
に
は
考
え
て
い
き
た
い
。

▼
下
城
議
員　

利
用
可
能
事
業

者
の
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

商
品
券

配
付
時
に
一
覧
表
を
同
封
す
る
。

▼
井
野
議
員　

通
常
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
後
期
分
の
予
定
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

本
年
度

後
期
分
の
発
行
予
定
は
な
い
。

▼
矢
津
田
議
員　

移
動
販
売
車

の
利
用
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

利
用
は

可
能
。
一
覧
表
に
も
わ
か
る
よ

う
に
掲
載
す
る
。

〇
町
有
地
斜
面
災
害
復
旧
工
事

に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

工
事
場
所
は
。

▽
総
務
課
長　

旅
館
大
市
館
の

裏
。
白
川
部
落
牧
野
組
合
管
理

の
原
野
。

〇
予
防
接
種
委
託
料
に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

委
託
内
容
は
。

▽
町
民
課
長　

小
国
公
立
病
院

委
託
分
の
休
日
加
算
分
追
加
。

●
不
動
産
売
買
契
約
の
締
結

▼
農
協
跡
地
購
入

契
約
金
額　
　

８
５
９
１
万
円

契
約
の
相
手
方

阿
蘇
農
業
協
同
組
合

主
な
審
議

▼
穴
井
千
秋
議
員　

コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
の
移
転
は
。

▽
総
務
課
長　

乾
燥
機
と
精
米

機
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
農
協

の
意
向
を
再
確
認
し
た
い
。

▼
井
上
議
員　

用
地
の
中
の
水

路
と
里
道
の
廃
止
の
取
り
扱
い

は
。
国
有
地
で
は
な
い
の
か
。

▽
建
設
課
長　

平
成
17
年
に
国

か
ら
移
譲
を
受
け
て
お
り
、
現

在
は
町
が
管
理
し
て
い
る
。

▽
総
務
課
長　

今
後
、
用
途
廃

止
の
手
続
き
を
と
る
。

▼
佐
藤
議
員　

解
体
に
関
す
る

ア
ス
ベ
ス
ト
補
助
は
。

▽
総
務
課
長　

該
当
面
積
の
把

握
が
で
き
て
い
な
い
。
町
に
申

請
が
上
が
っ
て
こ
な
い
と
わ
か

ら
な
い
。　
　
　

原
案
可
決

　
令
和
３
年
９
月

第
３
回
定
例
会
　

●
専
決
処
分
の
報
告

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

▼
令
和
３
年
度
特
定
地
域
生
活

排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）　

承
　
　
認

▼
南
小
国
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
審
議

▼
矢
津
田
議
員　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
数
は
。
町

民
へ
の
加
入
促
進
の
方
法
は
。

▽
町
民
課
長　

９
月
５
日
現

在
、
１
２
５
６
名
が
保
有
。
そ

の
う
ち
年
代
別
で
は
、
60
歳
代

が
最
も
割
合
が
高
く
約
20
％
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
広
報
周

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
の

方
が
集
ま
る
場
所
、
幼
児
健
診

等
に
出
張
し
て
周
知
し
て
い

る
。　
　
　
　
　

承
　
　
認

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

主
な
審
議

○
避
難
所
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
業

務
委
託
に
つ
い
て

▼
井
野
議
員　

既
に
学
校
に
は

防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
そ
の
違
い
は
。

▽
総
務
課
長　

市
原
小
体
育
館

入
口
・
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
体
育

館
入
口
・
元
気
プ
ラ
ザ
入
口
の

３
か
所
に
監
視
用
と
し
て
設

置
。

○
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
業
務
委

託
料
に
つ
い
て

▼
森
永
議
員　

オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
な
ど
学
校
に
行
け
な
い
と
き

の
取
り
組
み
や
対
応
は
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

基

準
は
設
け
て
い
な
い
。
学
校
長

の
判
断
で
は
あ
る
が
、
各
学
校

共
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
使
っ
て

い
る
。

▼
森
永
議
員　

学
校
に
よ
り
差

が
あ
る
の
で
、
対
応
は
足
並
み

補正予算　主な事業 （万円）

一般会計（第４号） 原案可決
町有地斜面災害復旧工事 192
予防接種委託料 228
がまだす里モン支援事業補助金 150
町民向け商品券発行事業補助金 4160
観光促進事業補助金 1461
観光振興プレミアム付商品券発行事業補助金 640

精米機のみ管理センター横に移設された

毎週火曜日は午後７時までマイナンバー
カードの申請受付を実施
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を
そ
ろ
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
対
応

業
務
委
託
料
に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
延
長
の
必
要
性
は
。
希
望

者
の
接
種
状
況
は
。
未
接
種
者

へ
の
対
応
は
。

▽
町
民
課
長　

９
月
８
日
時
点

で
１
回
目
接
種
率
86
％
、
２
回

目
接
種
率
76
・
２
％
、
９
月
10
日

で
き
よ
ら
ホ
ー
ル
で
の
集
団
接

種
は
終
了
。
９
月
に
４
回
、
10

月
に
４
回
、
11
月
に
２
回
、
小
国

公
立
病
院
外
来
で
対
応
。
今
後

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

は
協
議
中
。
結
果
に
よ
っ
て
は

後
日
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

▼
森
永
議
員　

町
内
の
接
種
率

の
公
表
は
。

▽
町
民
課
長　

今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定
。

〇
保
育
対
策
総
合
新
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て

▼
井
野
議
員　

ど
の
よ
う
な
事

業
に
対
す
る
補
助
金
か
。

▽
福
祉
課
長　

コ
ロ
ナ
対
策
に

要
す
る
経
費
が
該
当
。

〇
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
分
析
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

▼
井
上
議
員　

農
協
へ
の
支
払

額
か
ら
控
除
す
る
の
か
。

▽
建
設
課
長　

今
回
は
歳
出
の

み
の
計
上
。
交
付
決
定
通
知
が

出
さ
れ
次
第
、
12
月
補
正
予
算

に
計
上
予
定
。

▽
総
務
課
長　

補
助
金
が
決
定

し
た
ら
、
売
買
契
約
代
金
か
ら

控
除
す
る
よ
う
に
契
約
上
な
っ

て
い
る
。

▼
令
和
３
年
度
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

主
な
審
議

〇
水
道
料
金
に
つ
い
て

▼
矢
津
田
議
員　

水
道
料
金
お

知
ら
せ
の
間
違
い
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
チ
ェ
ッ
ク
体
制

が
で
き
て
い
る
の
か
。

▽
建
設
課
長　

検
針
員
の
入
力

時
の
確
認
不
足
に
よ
り
、
誤
っ

た
金
額
を
お
知
ら
せ
し
て
い

た
。
打
ち
出
し
時
に
確
認
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
異
常
数
量
時
に

は
担
当
に
連
絡
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
が
、
徹
底
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
納

付
書
を
出
す
段
階
で
増
減
の
確

認
は
で
き
る
の
で
、
そ
こ
で

チ
ェ
ッ
ク
は
か
か
る
体
制
に
は

な
っ
て
い
る
。
使
用
数
量
の
確

認
と
金
額
の
確
認
は
、
検
針
員

に
再
度
徹
底
さ
せ
た
い
。

●
令
和
２
年
度
決
算

▼
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書（
７
会
計
）　　

認
　
　
定

▼
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率　
　
　

報
　
　
告

●
南
小
国
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定
原
案
可
決

●
町
道
路
線
の
一
部
廃
止

▼
町
道
黒
川
下
線

経
済
建
設
常
任
委
員
会
付
託

（
委
員
長
報
告
）

原
案
可
決

●
陳
情

▼
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止

と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
国
民

的
議
論
を
行
い
、
憲
法
に
基
づ

き
公
正
か
つ
民
主
的
に
解
決
す

る
べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情　

配
付
の
み

▼
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を

含
む
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
し

な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

配
付
の
み

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て　
　

採
　
　
択

▼
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を

求
め
る
陳
情
書　

配
付
の
み

補正予算　主な事業 （万円）

一般会計（第５号） 承　　認
特定地域生活排水処理特別会計繰出金 △ 80
令和３年成人者祝い金 44
一般会計（第６号） 原案可決
会計業務委託に係る事前事務委託 162
不動産購入費 200
財政調整基金積立金 4億 2145
コミュニティ助成事業補助金 500
障害者福祉関連国庫・県費負担金返還金 1614
健診情報連携システム整備事業委託 205
阿蘇広域行政事務組合負担金 1277
特別会計繰出金（６会計） △ 1223
新型コロナ飲食店営業時間短縮協力金 323
民間建築物吹付アスベスト除去等補助金 418
民間賃貸住宅確保プロジェクト補助金 800
避難所防犯カメラ設置業務委託 175
国民健康保険特別会計（第１号） 原案可決
準備基金積立金 7
後期高齢者医療特別会計（第１号） 原案可決
一般会計繰出金 55
介護保険特別会計（第２号） 原案可決
介護給付費負担金等返還金 373
水道事業特別会計（第２号） 原案可決
中原配水池流量計修繕 160
農業集落排水事業特別会計（第２号） 原案可決
基金積立金 181
特定地域生活排水処理事業特別会計（第２号） 原案可決
浄化槽本体修繕 27
公共下水道事業特別会計（第２号） 原案可決
基金積立金 495

解体の進む農協施設
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令和２年度　決算認定
一般会計決算

特別会計決算

歳入　63億 2186 万円
科　　目 金　　額

地方交付税 19 億 9739 万円

寄付金※ 9 億 9610 万円
（※この内、ふるさと納税が　9億 9056 万円）

国庫支出金 9億 3065 万円

繰越金 6億 5340 万円

町税 4億 2906 万円

繰入金 3億 9579 万円

県支出金 3億 422 万円

町債 1億 7258 万円

分担金及び負担金 1億 5215 万円

地方消費税交付金 9204 万円

地方譲与税 7676 万円

使用料及び手数料 6755 万円

諸収入 3368 万円

財産収入 1093 万円

環境性能割交付金 392 万円

地方特例交付金 291 万円

配当割交付金 88 万円

株式等譲渡所得割交付金 86 万円

法人事業税交付金 79 万円

利子割交付金 20 万円

歳出　56億 2966 万円
歳出区分 金　　額

総務費 23 億 6588 万円

民生費 6億 8397 万円

衛生費 6億 5208 万円

農林水産業費 4億 2970 万円

土木費 3億 1328 万円

教育費 2億 9254 万円

公債費 2億 8490 万円

商工費 2億 2825 万円

災害復旧費 1億 9044 万円

消防費 1億 2785 万円

議会費 6072 万円

諸支出金 7万円

　令和２年度一般会計は、歳入総額 63億 2186
万円から歳出総額 56 憶 2966 万円を差し引く
と 6億 9220 万円となります。差引額の中に翌
年度への繰越財源として 1億 4677 万円が含ま
れているので、これを差し引いた 5億 4543 万
円が黒字となり、翌年度に繰り越されました。

特別会計名 歳　　入 歳　　出 収 支 額

国民健康保険特別会計 6億 4318 万円 6億 3304 万円 1013 万円

後期高齢者医療特別会計 6306 万円 6251 万円 54 万円

介護保険特別会計 6億 4229 万円 6億 3225 万円 1004 万円

水道事業特別会計 1億 7333 万円 1億 5852 万円 1481 万円

農業集落排水事業特別会計 3193 万円 2831 万円 362 万円

特定地域生活排水処理事業特別会計 2188 万円 2009 万円 179 万円

公共下水道事業特別会計 1億 5427 万円 1億 4203 万円 1224 万円

合計 17億 2993 万円 16 億 7675 万円 5318 万円

※表示単位未満四捨五入のため、合計や収支額が一致しない場合があります。
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こんなことに使われました
　令和２年度に実施された主な事業は、次のとおりです。

ふるさと納税事業
５億１９７９万円

ＩＣＴ機器備品購入
１８９２万円

市原団地内駐車場整備
１６８８万円

ローカルベンチャー事業
３８４７万円

町道中湯田赤迫線改良
５１３０万円

水稲被害見舞金
５２８５万円

小中学校校内無線 LAN
２９８９万円

公共土木災害測量設計
６２７２万円

特別定額給付金
３億９６７０万円

超プレミアム商品券
４３９８万円

休業支援給付金
８６５７万円

子育て世帯応援給付金
５２７万円

新型コロナ対策
市場販売経費助成

１００８万円

新型コロナ対策
畜産経営持続事業補助

９４１万円

新型コロナ対策
花卉生産持続事業補助

４４２万円

新型コロナ対策
水道基本料２ケ月免除

２４４万円
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令和３年　議会日誌

８
　
月

2 阿蘇市町村議長会臨時総会

17 県町村議長会第2回理事会（オンライン会議）

25 県町村議長会正副議長研修会（オンライン研修）

27 議員勉強会

９
　
　
月

8 熊日金婚夫婦表彰式　（写真①）

8 議会運営委員会

15～16 第3回定例会

15 経済建設常任委員会

22 議会広報調査対策特別委員会

24 小国公立病院議会

28 秋の全国交通安全運動街頭指導

29 社会福祉協議会第3回理事会

10
　
　
月

1 小国郷ライナー出発セレモニー　（写真②）

1 議会広報調査対策特別委員会取材

6 県町村議長会議員研修会（オンライン研修）

6 市町村総合事務組合議会定例会

8、13 議会広報調査対策特別委員会取材

11 阿蘇広域議会運営委員会

20 議会広報調査対策特別委員会

20 芦北町議会議員視察研修来庁　（写真③）

21 阿蘇広域議会定例会

21 県町村議長会理事・郡事務局長合同会議

写真②

写真①

写真③

①　財政健全化審査について、将来負担比率は前
年度より改善され、制度開始以来初めて比率
がゼロとなった。しかし、実質公債費比率は
前年度より上昇した。令和３年度においては、
前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染
症や令和２年７月豪雨災害に対する様々な施
策がとられ、財政調整基金の今後の推移も気
になる。国の財政支援や、ふるさと納税も現
状では先が見えない。今後も個々の要因を分
析し、抑制に向けた適正な財政管理を行って
いただきたい。

②　税と保険料・使用料及び負担金等の徴収につ
いては、昨年度に引き続き滞納額が無かった
費目がある。これは、担当職員の日頃の努力
は基より、担当課・局間の横の連携がうまく
図られているものと評価する。悪質な滞納者
については法的措置をとるなど、徴収業務の
更なる強化をお願いするとともに、少額滞納
者には滞納額が増える前に、口座振替制度な
どを積極的に推進してもらいたい。また、コ

ロナ禍による収入減や経営状況の悪化など、
前年度以上の収納率低下が危惧される。今ま
で以上の担当課・局間の連携に期待する。

③　歳出に多額の不用額が見受けられる。限られ
た財源の中、新型コロナウイルス感染症対策
などに有効活用するため、実施困難となった
ものなどは年度途中の早めの減額補正など、
適切な財政処理を望む。

④　伝票監査において、消費税が二重計上されて
いたものがあった。後日調整を行い、過払い
にはならなかったが、今後は請求書不備の確
認体制の強化を徹底し、事務処理ミスの防止
に努めてもらいたい。

⑤　平成 28 年熊本地震・平成 29 年７月豪雨災害
事業の完了が見えていた矢先、令和２年７月
豪雨災害により本町も甚大な被害を受けた。
また、新型コロナウイルス感染症対策の様々
な事業も新設され、職員の負担も増加してい
る。今後も担当職員の業務負担に対する対策
を講じ、一日も早い復旧・復興を願う。

監査委員による決算審査意見書の抜粋
代表監査委員　石橋正寿　　議選監査委員　井野和哉　
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今
後
い
か
に
職
員
の
確
保
・
育
成

を
行
う
か

【
議
員
】
こ
こ
数
年
、
新
規
職
員
採
用

試
験
に
お
い
て
、
専
門
職
の
応
募
が
な

く
、
採
用
が
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
が
。

【
町
長
】
一
般
事
務
に
お
い
て
は
、
採

用
予
定
以
上
の
応
募
が
あ
る
が
、
保
育

士
・
保
健
師
等
の
専
門
職
は
定
員
割
れ

の
状
況
で
あ
る
。
職
員
定
員
管
理
計
画

を
策
定
し
、
計
画
に
沿
っ
て
積
極
的
な

採
用
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

【
議
員
】
採
用
後
の
職
員
の
育
成
に
つ

い
て
も
、
例
年
の
よ
う
に
は
い
か
ず
、

町
民
と
の
接
点
も
少
な
く
、
町
外
出
身

者
が
多
い
現
状
で
は
、
業
務
に
支
障
が

あ
る
の
で
は
。

【
町
長
】
今
年
度
は
、
入
庁
３
年
目
ま

で
の
職
員
を
対
象
に
、
５
回
に
わ
た
り

町
内
を
巡
り
、
人
・
産
業
・
文
化
に
行

政
が
ど
う
関
わ
り
、
町
民
の
思
い
を
ど

う
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
、
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

保
育
園
の
体
制
の
見
直
し
が
必
要

で
は

【
議
員
】
町
内
に
限
ら
ず
、
保
育
士
不

足
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
今
の
状
況

が
続
け
ば
、
保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
な
い
事
態
も
考
え
ら
れ
る
が
。

【
町
長
】
現
在
、
規
定
と
し
て
の
保
育

士
数
は
満
た
し
て
い
る
が
、
ス
ム
ー
ズ

な
保
育
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
は
、
難

し
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
担

当
課
も
教
育
機
関
を
訪
問
し
、
採
用
試

験
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
が
応
募
が
な

い
状
況
で
あ
る
。

【
議
員
】
町
独
自
で
、
保
育
士
養
成
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

町
内
で
保
育
士
に
興
味
の
あ
る
子
ど
も

に
対
し
て
、
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設

け
て
育
成
す
る
の
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
今
後
は
そ
の
よ
う
な
制
度
の

導
入
も
、
協
議
の
対
象
に
な
る
と
思
う
。

【
福
祉
課
長
】
採
用
要
綱
の
見
直
し
も

視
野
に
、
受
験
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
。

井野　和哉
議員

シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
た
一
体
的
生

活
支
援
体
制
整
備
の
取
り
組
み
は

【
議
員
】
高
齢
者
が
増
加
す
る
今
後
を

見
据
え
て
、
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
支

援
体
制
の
整
備
・
強
化
を
行
う
べ
き
。

【
町
長
】
各
課
で
支
援
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
体
制
整
備
に
は
人
材
の
確
保

育
成
が
必
要
。
関
係
機
関
が
協
議
し
な

が
ら
、
円
滑
な
事
業
運
営
が
で
き
る
体

制
を
整
え
た
い
。

【
議
員
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
一
体
的
支

援
に
取
り
組
ん
で
は
。

【
町
長
】
子
育
て
関
係
、
生
活
困
窮
自

立
支
援
を
含
め
た
、
総
合
的
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
型
『
総
合
包
括
セ
ン
タ
ー
』
の

設
立
を
め
ざ
す
。
人
材
確
保
は
医
療
機

関
、
小
国
町
と
連
携
す
る
こ
と
も
考
え

る
。

【
議
員
】
今
後
、
各
課
で
施
策
立
案
や

取
組
を
行
う
際
に
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
や
社
会
参
加
を
考
慮
し
て
、
町
民

の
福
祉
向
上
、
健
康
寿
命
の
延
長
に
繋

が
る
よ
う
な
活
動
と
し
て
頂
き
た
い
。

町内各地域で行われている百歳体操

今年度から始まったきよらの郷健康づくりポイント

佐藤　毅
議員
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町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

【
議
員
】
ど
の
よ
う
に
小
水
力
発
電
を

推
進
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
補
助

事
業
を
実
施
中
。
10
月
よ
り
、
小
水
力

発
電
設
備
設
置
補
助
事
業
を
実
施
予

定
。
実
証
事
業
に
よ
り
得
た
デ
ー
タ
を

基
に
導
入
可
能
性
を
検
証
し
て
い
く
。

【
議
員
】
売
電
を
目
的
と
し
た
大
規
模

な
も
の
よ
り
、
農
業
用
水
路
を
利
用
し

た
防
犯
灯
の
発
電
と
い
っ
た
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
、
町
民
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
も
大
事
で
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
実
証
事
業
は
必

要
。
小
規
模
で
も
発
電
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
そ
こ
も
模
索
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
開
発
に

つ
い
て
町
の
捉
え
方
は
。

【
町
長
】
各
地
で
設
置
が
進
ん
で
い
る

が
、
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
阿
蘇
地

域
は
取
決
め
を
協
議
中
。
景
観
の
維
持

の
た
め
、
条
例
整
備
も
必
要
。

穴井　則之
議員

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
贈
与
税

の
活
用
策
は

【
議
員
】
令
和
元
年
に
創
設
さ
れ
た
森

林
環
境
税
、
森
林
環
境
譲
与
税
が
、
令

和
６
年
よ
り
国
民
一
人
当
た
り
、
年
額

千
円
が
課
税
さ
れ
る
が
、
な
か
な
か
町

民
に
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る

が
。

【
町
長
】
過
去
２
年
間
で
、
３
千
万
円

余
り
の
税
額
が
本
町
に
入
っ
て
き
て
お

り
、
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

【
議
員
】
人
材
の
育
成
、
担
い
手
の
確

保
の
た
め
に
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

【
農
林
課
長
】
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

別
の
交
付
金
制
度
等
が
あ
り
、
全
く
林

業
を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
方
を
対
象
と

し
て
、
研
修
会
や
講
習
会
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
、
い
ろ
ん
な
手
段
を

用
い
て
、
人
材

の
確
保
、
担
い

手
づ
く
り
に
活

用
し
て
い
き
た

い
。

黒川保育園で行われた木工教室

役場敷地内に設置している太陽光パネル

平成 28年に立岩地区で行われた実証実験

穴井　千秋
議員

詳しくはこちら
南小国町HPへ

令和２年度森林環境譲与税活用事業 （万円）
事業名 充当額

会計年度任用職員報酬 43
林地台帳データ更新業務 39
意向調査業務委託 383
木育事業業務委託 22
林地台帳利用料 50
作業路補修材料代 160
作業路補修材料代（災害補修分） 8
阿蘇地域林業担い手対策協議会負担金 93
阿蘇南郷檜ブランド化推進協議会負担金 9
木育サポート事業補助金 10
森林環境譲与税基金積立金 1292
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子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
を

【
議
員
】
核
家
族
化
、
共
働
き
世
帯
の

増
加
な
ど
家
族
の
形
が
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
切

な
る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

①
10
ヶ
月
未
満
児

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
も
稼
働
で
き

て
お
ら
ず
、
町
内
に
は
10
ヶ
月
未
満

児
を
一
時
的
に
預
け
ら
れ
る
場
所
が

実
質
な
い
。
町
と
し
て
今
後
ど
う
す

る
か
。

②
小
学
生
の
放
課
後

町
と
し
て
複
合
的
に
考
え
、
今
あ
る

場
所
を
活
用
し
子
ど
も
達
の
居
場
所

を
つ
く
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
①
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て

考
え
て
い
く
。
②
地
域
住
民
の
協
力
の

も
と
、
放
課
後
子
ど
も
ク
ラ
ブ
や
わ
く

わ
く
ク
ラ
ブ
等
、
可
能
な
限
り
児
童
の

居
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
今
後

も
関
係
団
体
と
連
携
し
取
り
組
む
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
②
放
課
後

の
要
望
が
多
い
の
は
把
握
し
て
い
る
。

町
と
し
て
全
体
的
な
取
り
組
み
が
必

要
。
前
向
き
に
考
え
て
い
く
。

町
図
書
室
の
利
用
促
進
を

【
議
員
】
町
図
書
室
は
利
用
者
数
が
限

定
さ
れ
て
お
り
も
っ
た
い
な
い
。
町
民

か
ら
「
雰
囲
気
的
に
入
り
に
く
い
」「
利

用
法
や
ど
ん
な
本
が
あ
る
か
分
か
ら
な

い
」
等
の
声
が
あ
る
。
次
の
３
点
を
提

案
す
る
。

①
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
図
書
室
の
雰
囲

気
や
利
用
法
を
伝
え
る

②
直
近
の
蔵
書
だ
け
で
も
一
覧
で
分
か

る
よ
う
に
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載

③
男
女
共
用
ト
イ
レ
と
洗
面
所
の
改
修

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
①
入
り
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
考
え
た
い
。
簡
単

に
本
を
借
り
ら
れ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
。
②
③
協
議
す
る
。

【
教
育
長
】
読
書
啓
発
は
図
書
室
に
人

が
い
る
の
が
一
番
の
決
め
手
。
学
校
に

司
書
を
置
い
て
か
ら
子
ど
も
達
も
か
な

り
の
読
書
量
に
な
り
、
学
力
に
も
結
び

つ
い
て
い
る
。
更
な
る
読
書
喚
起
に
取

り
組
む
。

森永　一美
議員

危
険
木
・
支
障
木
に
つ
い
て
今
後

の
町
の
対
応
は

【
議
員
】
自
然
災
害
が
多
い
近
年
、
住

宅
等
へ
の
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
伐

採
依
頼
が
多
く
な
る
事
が
予
想
さ
れ
る

が
、
補
正
予
算
を
組
む
考
え
が
あ
る
か
。

【
町
長
】
ご
指
摘
の
通
り
、
最
近
多
く

の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
支
障
木

伐
採
事
業
補
助
金
制
度
を
創
設
し
た
。

特
殊
伐
採
で
森
林
組
合
に
委
託
し
た
場

合
、
上
限
10
万
円
で
２
分
の
１
を
補
助

と
し
て
い
る
。

【
議
員
】
上
限
10
万
円
で
は
、
ク
レ
ー

ン
車
や
大
型
作
業
車
な
ど
を
使
え
ば
、

経
費
が
嵩
む
が
、
ど
う
思
う
か
。

【
農
林
課
長
】
ご
指
摘
の
通
り
、
特
殊

伐
採
は
費
用
が
嵩
む
と
聞
い
て
い
る
。

要
綱
の
改
正
が
必
要
に
な
れ
ば
、
森
林

環
境
譲
与
税
等
を
財
源
と
し
、
是
正
を

し
て
い
く
。

【
議
員
】
道
路
沿
線
に
は
、
枝
が
道
路

に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
り
、
枯
れ
た

状
態
の
木
が
あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
う

い
っ
た
道
路
支
障
木
の
点
検
は
や
っ
て

い
る
か
。

【
建
設
課
長
】
パ
ト
ロ
ー
ル
は
行
っ
て

お
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て
危
険
が

迫
っ
て
い
る
と
判
断
す
れ
ば
、
緊
急
的

に
対
応
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
原
則
は

所
有
者
や
管
理
者
の
方
で
対
応
い
た
だ

き
た
い
。

矢津田　道夫
議員

高所作業車を使った特殊伐採
※写真：阿蘇森林組合提供

道路上に張り出している支障木
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議
会

広
報

 南
小
国
　
令
和
３
年
１
１
月
　
第
12
3号

〒
869-2492

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143

番
地

☎
 0967(42)1125　

 FAX  0967(42)1122
編

集
：

議
会

広
報

調
査

対
策

特
別

委
員

会
発

行
：

南
小

国
町

議
会

　

黄
金
色
の
稲
穂
が
、
爽
や
か
な
秋
風
に
包
ま
れ

る
様
を
観
な
が
ら
、
こ
の
美
し
い
里
山
が
こ
の
町

の
宝
に
見
え
て
く
る
今
日
、
こ
の
光
景
を
守
り
続

け
る
人
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
９
月
定
例
会
は
、
一
般
質
問
が
６
議

員
８
件
、
議
案
書
21
件
、
陳
情
４
件
、
報
告
１
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
は
特
に
、
令
和
２
年
度
の
会
計

決
算
・
基
金
状
況
審
査
、
令
和
２
年
度
財
政
援
助

団
体
審
査
・
会
計
財
政
健
全
化
審
査
の
チ
ェ
ッ

ク
・
反
省
を
促
す
意
味
で
、
重
要
審
議
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
短
時
間
で
審
議
さ
れ
、
町
民
代
表
の

議
員
と
し
て
、
猛
省
す
る
と
共
に
深
く
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
油
断
な
く
、
真
摯
に
取

り
組
む
事
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
誓
い
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
第
５
波
は
猛
威
を
振
い
、
我
々
国

民
に
不
安
と
恐
怖
を
与
え
ま
し
た
。
10
月
に
入

り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
一
人
一
人
の
感
染
対
応
の

効
果
な
の
か
、
今
は
下
火
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
充
分
な
感
染
対
策
を
怠
ら
ず
に
、
早
い
終
息

を
願
い
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（
井
上　

則
臣
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　
　

毅

…南小国の保育園を選んだ理由や
経緯を教えてください

　以前は熊本市内の幼稚園で働いてい

ました。結婚を機に南小国へ越す際に

転職も考えたのですが、南小国で保育

士として働いたことのある夫の勧めで保

育園を選びました。

…南小国の保育園はどうですか

　少人数なので子ども達と向き合って、

やりたい保育ができています。先生方も

優しいですし、任せてもらえるので、や

りがいがあります。

　食育が充実し

ていると感じま

す。味噌作りも

大豆の苗植え

からしていたり、

園庭で育てた野

菜がその日の給食に出たり…感動とい

うか驚きました。南小国で働いて、保育

士の仕事が好きだなと再認識できまし

た。

…南小国の保育園を選んだ理由や
経緯を教えてください

　母が給食の先生をしている保育園に

学生の頃から行っていました。その園に

おられた男性保育士の仕事ぶりを見て

感銘を受け、保育士になりました。

　就職活動では自然の中でのびのびと

保育ができそうな園を探していて、就職

サイトで南小国の募集を知りました。南

小国に知人も親戚もいませんでしたが、

受験の際に宿泊し、地域の方々が優し

くて温かかったので就職を決めました。

…南小国の保育園はどうですか

　子ども達が素

直で優しくて、

心にゆとりがあ

るなぁと感じま

す。子ども達の

成長に携われる

ことは保育士の仕事ならではの喜びだ

と思います。

…南小国の保育園を選んだ理由や
経緯を教えてください

　子どもの頃から保育士になるのが夢

でした。実習で訪れた黒川保育園がと

ても面白かったのと、その年にちょうど

採用試験があったので応募しました。ち

なみに、当時実習でお世話になった先

生方も今一緒に働いています。

…今後やりたい事は何ですか

　絵本を作りたいです。

　南小国では子

ども達を褒める

だけでなく時に

は叱ります。町

の宝である子ど

も達はとても可

愛くて大事です。だから子ども達が大

人になった時に困って欲しくないと思っ

ています。町や保育園の想いや考えを

絵本にし、町内で子育てをする保護者

さんに伝え、同じ想いで子育て・保育が

できたらと思っています。

保育園の先生特集
現在、０歳から６歳までの計 130 名が町内保育園に在園しています（市原 71 名、
黒川 35 名、中原 24 名）。町の宝である子ども達に愛情をたっぷり注いで保育され
ている先生方にお話を伺いました。

取材：井野和哉、森永一美　　文・写真：森永一美

町民
インタビュー

No.7

市原保育園
鞭馬美咲 先生

中原保育園
玉目健悟 先生

黒川保育園
椎名さゆり 先生

熊本市生まれ、杉田在住。
南小国でずっと保育士を
したいと昨年度、 採用試
験にチャレンジし合格 ・
本採用。 発表会の合奏
では変奏曲まで披露した
ほどの音楽愛好家。

山都町生まれ、上町在住。
奥様と１歳の娘さんとの３
人暮らし。 保育の得意分
野は踊り。 運動会では競
技をアレンジし、 会場を
爆笑の渦に巻き込んだほ
どのアイデアマン。

黒川生まれ、 黒川在住。
高校２年生から小学２年
生までの４人の子どもを
育てながら働く保育士。
今年度から黒川保育園の
主任として園全体の運営
を任される。
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